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㊧
事
例
紹
介
㊧

単
位
互
換
協
定
に
基
づ
く

遠
隔
教
育
の
実
践
と
学
内
教
育

　
～
九
州
工
業
大
学
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
組
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
淑
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
工
業
大
学
e
－
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業
推
進
室
・
講
師
）

嚢

は
じ
め
に

　
九
州
工
業
大
学
は
、
開
学
以
来
の
理
念
で
あ
る
「
技
術
に
堪
能
な

る
士
君
子
」
の
養
成
に
基
づ
き
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
高
度
技
術
者

の
養
成
を
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
情
報
工
学
部
を
昭
和
六

一
年
一
〇
月
に
設
置
し
て
以
来
、
I
T
技
術
を
使
っ
た
教
育
を
積
極

的
に
導
入
し
て
き
た
。
工
学
部
（
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
情
報
工
学

部
（
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
I
S
D
N
回
線
で
接
続
し
た
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
通
信
実
験
装
置
（
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
）
を
平
成
六
年
に
は

導
入
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
試
み
を
開
始
し
た
。

　
翌
年
か
ら
は
、
他
大
学
と
の
遠
隔
教
育
に
関
す
る
試
み
と
し
て
、

N
T
T
の
O
巳
ぎ
。
O
巨
お
邑
蔓
汐
o
」
①
9
（
平
成
七
年
よ
り
二
年
間
）

へ
の
参
加
、
ス
ペ
ー
ス
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
S
C
S
）

の
導
入
、
S
C
S
と
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
、
と
い
っ
た
、

よ
り
実
用
的
な
遠
隔
教
育
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
現
在
で

も
、
大
学
院
・
生
命
体
工
学
研
究
科
（
若
松
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
含
む

三
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
葺
8
『
フ
ラ
ザ
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
・
イ
ム

ズ
一
一
階
）
問
で
、
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
（
R
3
2
3
端
末
）
を
使

っ
た
遠
隔
講
義
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
同
期
型
遠
隔
教
育
の
経
験
を
活
か
し
、
本
学
で
は
平

成
一
二
年
に
バ
ー
チ
ャ
ル
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
V
U
）
推
進
事
業
へ

参
加
し
、
非
同
期
型
遠
隔
教
育
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
た
。

V
U
推
進
事
業
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
と
北
陸
先
端
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科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
技
術
を
活
用
し
た
V
O
D
教
材
を
作
成
し
た
。

　
平
成
一
五
年
二
月
に
は
、
e
－
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業
推
進
室
を
設
置

し
、
学
部
・
研
究
科
や
教
育
セ
ン
タ
ー
に
所
属
せ
ず
、
学
長
直
下
の

独
立
組
織
と
し
て
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
V
U
推
進
事
業
で
整
備
し
た
サ
ー
バ
群
の
管
理
・
運
用
を
開
始

す
る
と
共
に
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
教
育
ス
タ
イ
ル
の
検

討
を
行
い
、
教
育
内
容
の
高
度
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
九
州
工
業
大
学
に
お
け
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る

取
組
と
し
て
、
単
位
互
換
協
定
に
伴
う
遠
隔
教
育
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
客
8
亀
。
を
使
っ
た
学
内
教
育
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二
　
教
育
連
携
と
単
位
互
換
協
定

　
九
州
工
業
大
学
は
、
工
科
系
大
学
教
育
連
携
協
議
会
に
お
い
て
遠

隔
教
育
に
よ
る
単
位
互
換
協
定
を
平
成
一
四
年
度
末
に
締
結
し
、
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
高
等
教
育
連
携
事
業
に
係
る
遠
隔
教
育
に
よ
る
単
位
互

換
協
定
を
平
成
一
五
年
度
末
に
締
結
し
た
。

　
工
科
系
大
学
教
育
連
携
協
議
会
の
目
標
は
「
相
互
の
交
流
と
協
力

を
促
進
し
、
教
育
内
容
の
充
実
を
目
指
す
」
こ
と
で
あ
る
。
大
学
院

教
育
の
連
携
と
し
て
、
単
位
認
定
を
伴
う
遠
隔
教
育
を
平
成
一
五
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
遠
隔
教
育
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
一
二
大
学
（
図
1
中
團
と
◎
）
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て

い
る
。
多
く
の
機
関
は
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
（
L
M
S
）
を
使
用
し
、

非
同
期
型
の
遠
隔
教
育
を
採
用
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
同

期
型
や
S
C
S
を
利
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
一
方
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
高
等
教
育
連
携
（
平
成
一
四
年
度
～
一
五

年
度
は
高
等
教
育
I
T
活
用
推
進
事
業
〉
は
、
V
U
推
進
事
業
お
よ

び
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
M
U
P
）

事
業
の
参
加
機
関
が
協
力
し
、
「
高
等
教
育
機
関
の
幅
広
い
協
力
体

制
を
構
築
し
、
大
規
模
な
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
育
実
践
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
践

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
大
学
院
と
学
部

の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
が
四
大
学
六
高
専
（
図
－
中
○
と
◎
）
に
よ

っ
て
用
意
さ
れ
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
単
位
認
定
を
伴
う
遠
隔
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。

三
　
提
供
科
目
と
実
施
方
法

　
表
に
工
科
系
大
学
教
育
連
携
（
大
学
院
科
目
Y
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
高

等
教
育
連
携
（
学
部
・
大
学
院
科
目
）
に
お
い
て
、
本
学
が
提
供
し
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て
い
る
科
目
名
と
他
機
関
か
ら
の
受
講
状

　
況
を
示
す
。
遠
隔
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ

　
て
、
面
接
授
業
に
相
当
す
る
教
育
効
果
を

　
確
保
す
る
た
め
に
、
V
O
D
教
材
に
よ
る

　
解
説
を
中
心
と
し
て
、
P
D
F
形
式
の
資
　
胴

料
の
提
一
壽
畢
メ
ル
に
よ
る
質
問
の
騨

　
受
付
、
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
理
解
度
　
侶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
を
把
握
す
る
た
め
に
課
題
や
レ
ポ
ー
ト
を
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
受
講
生
に
送
信
し
　
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

　
　
学
習
履
歴
や
理
解
度
を
よ
り
簡
単
に
把
　
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
握
す
る
た
め
に
、
平
成
一
六
年
度
は
　
研

　
》
ゴ
§
を
、
平
成
一
七
年
度
は
蜜
o
o
9
。
　
は

　
を
利
用
し
た
。
ど
ち
ら
も
フ
リ
ー
ウ
ェ
ァ
　
d睡

菰
撫
徽
擁
灘
苗

一
㌃
降
は
ぎ
α
一
・
を
使
用
し
て
い
る
．
　
獅

↑
　
　
竃
。
。
臼
。
を
利
用
し
た
科
目
の
構
成
は
、
　
　
枇

．
図
2
こ
示
す
よ
う
に
V
O
D
教
材
や
各
種
　
　
教

集
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

特
資
料
へ
の
リ
ン
ク
を
学
習
順
に
並
べ
る
と
　
　
動

フォーラム：

課題：8本

例：「電子メール」

をクリックす

ると動画教材

が再生

小テスト：O

資料：5個

非公開資料
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図1　単位互換協定に伴う遠隔教育（平成18年度）

　　藩　 撰
　　　　灘　　　　　　欝

　　　　　　　　鍵難萎　　　　　　懸　、國工科系大学教育連携

　O　eラーニング高等教育連携　　　難　．

　◎両方　　　　灘
　　　　　　　灘一講

　
譲

・搏1轡馨麟

一麟難麟蕪
灘購簿驚、・・
雛、撫

麗北見工業大学、囲室蘭工業大学

圏東京農工大学、圏東京工業大学

圏電気通信大学、圏名古屋工業大学

園京都工芸繊維大学

圏奈良先端科学技術大学院大学

表　遠隔教育提供科目一覧と受講生数

提供科目 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

学部（1協定） 提供 受講数 提供 受講数 提供 受講数 提供 受講数

プログラム設計 ○ 0 ○ 4 O 4
データベース × 一 ○ 5 O 3
計算機ネットワーク ×

一 ○ 3 O 3
計算機システム ×

一 O 0 ○ 0
Mathematicaで学ぶ基礎力学 △ 一般公開 O 0 ○ 3 O 0
電磁気学 △ 一般公開 ○ 0 ○ 1 ○ 0
情報概論 △ 一般公開 O 11 ○ 3 O 1
大学院（2協定） 提供 受講数 提供 受講数 提供 受講数 提供 受講数

L　S　I技術入門 ○ 3十〇 ○ 1十〇 ○ 1十〇 ○ 0十〇

Zero－Emission　System　Based　on　EcologicaI

System（英語） △ 一般公開 O 0十〇 O 0十〇
リアルタイムプログラミング（19年度～）

利用LM　S なし ATutor Moodle Moodle

オリエンテーション × △（遠隔） O（遠隔） O（遠隔）
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い
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
あ
る
。
ま
た
、
質
疑
応
答
を
電
子
メ
ー

ル
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
利
用
に
切
り
替
え
た
。
さ
ら
に
、
ζ
8
亀
。
の

小
テ
ス
ト
機
能
や
課
題
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
理
解
度
の
把
握

が
容
易
に
な
る
と
共
に
、
受
講
生
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
教
育
を
柔
軟

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
遠
隔
教
育
に
欠
か
せ
な
い

メ
ン
タ
ー
を
十
分
に
配
置
で
き
て
い
な
い
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
利

用
が
少
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
提
供
科
目
の
受
講
者
数
を
本
学
と
他
機
関
で
比
較
す
る
と
、
本
学

の
提
供
科
目
の
受
講
者
数
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
受
講
者
数
の
拡

大
に
は
、
提
供
科
目
の
充
実
や
科
目
の
質
的
向
上
が
必
要
で
あ
る
と

考えら

れ
る
。
特
に
、
工
科
系
大
学
教
育
連
携
で
は
、
各
機
関
共
に

受
講
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、
社
会
人
・
外
国
人
学
生
へ
の

活
用
を
目
指
す
と
共
に
、
大
学
院
教
育
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
　
学
内
教
育
に
お
け
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用

　
本
学
は
理
工
系
大
学
で
あ
る
た
め
、
低
学
年
の
学
生
を
対
象
に
、

多
く
の
情
報
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
学
生
は
L
M
S
を
活

用
す
る
機
会
も
少
な
く
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
経
験
も
な
い
。
そ

の
た
め
単
位
互
換
協
定
に
基
づ
く
遠
隔
教
育
を
受
講
す
る
た
め
の
ス

図3　飯塚キャンパス用の学習支援サービス（平成18年度）

雛辮学習慧腱ス飯塚・讐『灘響魑轟

繰韓撫襲欝露縣雛謙毒ll議麟騰

　羅鱗勲警難襲饗難懸

　　　　　　　　　　　作成されたコース数（学部）
　　□17年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸翻18年度

知能情報　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

電子情報　　0翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

システム創成5轟　　　　　　　6
機械情報　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

生命情報　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
同
様
に
、
本
学
の
教
員
も
L

M
S
を
活
用
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
教
員
と
学
生
を
対
象
に
、
学
内
教
育
向
け
の

客
8
9
。
サ
ー
バ
を
用
意
し
、
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
平
成
一

七
年
四
月
よ
り
公
開
し
た
。
公
開
当
初
は
、
端
末
（
計
算
機
）
を
講

義
で
利
用
す
る
教
員
に
ζ
8
臼
。
の
活
用
を
お
願
い
し
、
初
め
て
利

用
す
る
学
生
に
も
簡
単
な
説
明
会
を
実
施
し
た
。
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図
3
に
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
用
の
ト
ッ
プ
画
面
と
学
科
ご
と
の
コ
ー

　
ス
数
を
示
す
。
初
年
度
は
電
子
情
報
工
学
科
を
除
く
学
科
で
利
用
さ

　
れ
、
生
命
情
報
工
学
科
が
一
一
コ
ー
ス
と
最
も
利
用
さ
れ
た
。
翌
年

　
度
も
徐
々
に
コ
ー
ス
数
が
増
え
、
平
成
一
九
年
一
月
に
は
、
す
べ
て

　
の
学
科
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
一
八
年
度
末

　
に
は
、
大
学
院
九
コ
ー
ス
、
教
職
課
程
六
コ
ー
ス
、
現
代
G
P
ニ
コ

　
ー
ス
を
含
む
、
計
六
三
コ
ー
ス
の
作
成
が
見
込
ま
れ
、
利
用
者
は
一

　
五
〇
〇
人
を
超
え
た
。

　
　
主
な
利
用
形
態
と
し
て
は
、
①
講
義
資
料
の
配
布
、
②
レ
ポ
ー
ト

　
課
題
の
提
示
と
回
収
、
③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
④
理
解
度
把
握

　
（
小
テ
ス
ト
の
実
施
）
が
多
い
。
そ
の
他
、
⑤
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る

　
グ
ル
ー
プ
学
習
、
⑥
相
互
評
価
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
）
と
し

　
て
の
活
用
事
例
も
見
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
、
出
張
で
講
義
が
実
施
で
き
な
い
場
合
に
、
①
V
O
D
教
材

　
と
課
題
を
事
前
に
作
成
し
受
講
生
に
学
習
を
さ
せ
る
、
②
資
料
と
演

グ
習
問
題
を
提
示
し
受
講
生
に
演
習
（
結
果
は
課
題
と
し
て
提
出
）
さ

ンニ
　
せ
る
、
と
い
っ
た
活
用
を
行
う
教
員
も
増
え
て
き
た
。

一ラ
↑
五
お
わ
り
に

集特
他
大
学
と
の
遠
隔
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
本
学
の
教
員
が
少
し

ず
つ
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
学
が
提

供
す
る
科
目
の
受
講
生
を
増
や
す
た
め
に
は
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
の
魅

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
遠
隔
教
育

の
質
が
保
証
さ
れ
る
（
コ
ー
ス
作
成
の
）
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
学
内
教
育
の
ツ
ー
ル
と
し
て
蜜
8
亀
。
を
提
供
し
た
こ
と

で
、
L
M
S
を
中
心
と
し
た
教
育
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
学
生
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
て
学
ぶ
と

い
う
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
客
8
亀
。

に
は
、
各
コ
ー
ス
の
学
習
履
歴
や
学
習
内
容
が
保
存
さ
れ
て
い
る
た

め
、
教
員
は
関
連
す
る
コ
ー
ス
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、

科
目
聞
の
連
携
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
、
一
人
で
行
う
講
義
か
ら
L

M
S
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
（
教
員
間
の
連
携
、
T
A
と
の
連
携
）

で
教
え
る
、
と
い
っ
た
教
育
ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら

に
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
の
た
め
の
教
材
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
学

内
に
結
成
さ
れ
、
教
育
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
を
検
討
す
る
教
員

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
最
後
に
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
本
学
の
教
育
手
段
の
一
つ
と
し
て
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
努
力
し
た
い
。
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ま
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